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小
城
鍋
島
文
庫
研
究
会
（https://sagakoten.jim
do.com
/
）
で
は
、
二
〇
一
五
年
度
以
来
、
当
文
庫
蔵
書
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
全
蔵
書
の
書
誌
解
題
の
作
成
に
あ
る
。
そ
の
途
中
報
告
と
し
て
、
ま
ず
白
石
良
夫
が
小
城
鍋
島
文
庫
蔵
書
解
題
稿
（
一
）
を
『
佐
賀
大
国
文
』
第
四
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
に
発
表
し
、
つ
い
で
中
尾
友
香
梨
・
中
尾
健
一
郎
が
同
（
二
）
を
本
紀
要
第
五
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
発
表
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
五
月
、
二
篇
を
ま
と
め
、
ほ
か
の
会
員
も
寄
稿
し
て
『
小
城
鍋
島
文
庫
蔵
書
解
題
集
（
試
行
版
）』
を
出
し
た
。
本
稿
は
そ
れ
を
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
形
で
解
題
稿
を
蓄
積
し
て
ゆ
く
。
解
題
執
筆
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
か
つ
て
小
城
鍋
島
藩
の
蔵
書
の
一
冊
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
、
つ
ね
に
強
く
意
識
す
る
。
た
と
え
そ
れ
が
片
々
は
ほ
ん
た
る
雑
本
で
あ
っ
て
も
、
一
冊
の
薄
汚
れ
た
端
本
で
あ
っ
て
も
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
た
書
誌
解
題
を
集
積
し
、
専
門
家
の
読
む
に
堪
え
る
、
小
城
鍋
島
文
庫
の
歴
史
と
現
在
を
語
る
、
そ
ん
な
読
み
物
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
小
城
鍋
島
文
庫
の
個
々
の
資
料
を
、
そ
こ
に
在
る
モ
ノ
と
し
て
記
述
し
、
モ
ノ
に
語
ら
せ
る
。
す
な
わ
ち
当
文
庫
蔵
書
の
書
誌
事
項
を
優
先
す
る
こ
と
に
努
め
、
内
容
や
史
的
位
置
づ
け
な
ど
一
般
的
解
説
に
つ
い
て
は
必
要
最
小
限
に
抑
え
た
。
た
だ
し
、
当
文
庫
に
し
か
伝
存
し
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
内
容
に
立
ち
入
っ
た
。
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
小
城
鍋
島
文
庫
蔵
典
籍
の
解
題
目
録
と
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
」（
研
究
代
表
者
中
尾
友
香
梨
、
課
題
番
号18
Ｋ
00282
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
小
城
鍋
島
文
庫
、
藩
蔵
書
、
解
題
佐賀大学全学教育機構紀要 第8号（2020）
―65―
智
慧
の
環
（
ち
え
の
わ
）
o0
－
19
刊
古
川
正
雄
著
半
紙
本
、
初
編
二
冊
（
上
下
）・
第
三
編
一
冊
（
上
の
み
）・
第
四
編
二
冊
（
上
下
）。
原
題
簽
「〈
絵
入
〉
智
慧
の
環
」。
見
返
し
（
初
編
）、
明
治
三
年
〈
絵
入
〉
智
慧
の
環
〈
初
編
上
詞
之
巻
〉
古
川
正
雄
著
同
（
第
三
編
）、
明
治
四
年
辛
未
六
月
〈
絵
入
〉
智
慧
の
環
〈
三
編
上
大
日
本
国
尽
の
巻
〉
古
川
正
雄
著
同
（
第
四
編
）、
明
治
五
年
壬
申
初
夏
〈
絵
入
〉
智
慧
の
環
〔
四
編
上
名
所
の
巻
〕
古
川
正
雄
著
初
編
奥
付
、
内
田
楓
山
書
八
田
小
雲
画
明
治
三
年
庚
午
八
月
官
許
古
川
氏
蔵
板
売
弘
所
岡
田
屋
嘉
七
四
編
奥
付
、
明
治
五
年
壬
申
五
月
刊
行
古
川
氏
蔵
板
売
弘
所
岡
田
屋
嘉
七
全
冊
、
版
心
に
「
智
環
」
と
あ
り
。
蔵
書
印
「
又
新
舎
」。
初
等
教
育
の
教
科
書
・
教
材
書
。
著
者
古
川
正
雄
（
一
八
三
七
〜
一
八
七
七
）
は
福
沢
諭
吉
門
の
教
育
者
。
明
治
五
年
の
学
制
発
布
後
、
文
部
省
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る
。
（
白
石
良
夫
）
智
慧
の
環
（
ち
え
の
わ
）
o0
－
20
刊
古
川
正
雄
著
半
紙
本
、
第
二
編
二
冊
（
上
下
）・
第
三
編
二
冊
（
上
下
）・
第
四
編
一
冊
（
上
の
み
）。
原
題
簽
「〈
絵
入
〉
智
慧
の
環
」。
見
返
し
（
第
二
編
）、
明
治
三
年
〈
絵
入
〉
智
慧
の
環
〔
二
編
上
万
区
に
尽
の
巻
〕
古
川
正
雄
著
同
（
第
三
編
・
第
四
編
）、
前
項
書
に
同
じ
。
蔵
書
印
「
又
新
舎
」。
（
白
石
良
夫
）
智
慧
の
環
（
ち
え
の
わ
）
o0
－
21
刊
古
川
正
雄
著
半
紙
本
、
第
二
編
二
冊（
上
下
）・
第
三
編
一
冊（
上
の
み
）。
原
題
簽「〈
絵
入
〉
智
慧
の
環
」。
見
返
し
、
前
掲
書
に
同
じ
。
蔵
書
印
「
小
城
藩
」。
（
白
石
良
夫
）
智
慧
の
環
（
ち
え
の
わ
）
o0
－
21
刊
古
川
正
雄
著
半
紙
本
、
第
四
編
一
冊
（
下
の
み
）。
原
題
簽
「〈
絵
入
〉
智
慧
の
環
」。
蔵
書
印
「
又
新
舎
」。
（
白
石
良
夫
）
―66―
通
語
（
つ
う
ご
）
o212
－
5
刊
中
井
履
軒
著
大
本
、
十
巻
三
冊
（
第
一
冊
巻
一
〜
四
、
第
二
冊
巻
五
〜
七
、
第
三
冊
巻
八
〜
十
。
一
部
紛
失
）。
木
活
字
本
。
全
題
簽
剥
落
、
打
付
け
書
き
「
通
語
」。
内
題
・
序
題
・
版
心
題
「
通
語
」。
見
返
し
、
水
哉
館
遺
編
〈
官
許
〉
通
語
懐
徳
堂
蔵
「
水
哉
館
」
は
中
井
履
軒
の
別
号
。
一
の
序
文
末
「
天
保
辛
卯
春
早
野
正
己
（
号
流
水
）
序
」、
文
中
「
野
史
氏
以
幽
人
自
居
」。
清
水
中
洲
の
序
も
あ
る
が
、
後
半
を
欠
く
。
そ
の
序
文
冒
頭
に
「
通
語
十
巻
係
吾
天
楽
翁
早
年
之
作
、
実
在
于
明
和
初
年
矣
」
と
あ
る
。「
幽
人
」「
天
楽
翁
」
も
と
も
に
履
軒
の
別
号
。
左
の
奥
付
あ
り
。
明
治
九
年
五
月
十
一
日
版
権
免
許
著
者
相
続
人
中
井
修
二
（
住
所
、
略
）
出
板
人
浅
井
吉
兵
衛
（
住
所
、
略
）
仝
水
野
善
九
郎
（
住
所
、
略
）
蔵
書
印
「
長
崎
県
小
城
中
学
校
印
」。
保
元
の
乱
か
ら
南
北
朝
合
一
ま
で
の
歴
史
を
論
じ
る
（
漢
文
）。
中
井
履
軒
（
一
七
三
二
〜
一
八
一
七
）
は
大
坂
の
朱
子
学
者
。
名
積
徳
。
兄
竹
山
の
跡
を
継
い
で
懐
徳
堂
の
学
頭
と
な
る
。
（
白
石
良
夫
）
通
語
（
つ
う
ご
）
o212
－
6
刊
中
井
履
軒
著
大
本
、
六
巻
二
冊
（
第
一
冊
欠
）。
原
題
簽
「
通
語
」。
前
掲
書
と
同
版
（
奥
付
も
同
版
）。
不
審
紙
あ
り
。
各
冊
末
に
識
語
「
石
動
蔵
書
」。
（
白
石
良
夫
）
山
陵
志
（
さ
ん
り
ょ
う
し
）
o213
－
28
刊
蒲
生
秀
実
著
大
本
、
二
巻
一
冊
。
原
題
簽
「
山
陵
志
」、
内
題
・
版
心
題
も
同
じ
。
各
巻
末
、関
東
後
学
蒲
生
秀
実
稿
成
立
年
や
出
版
年
を
明
示
す
る
情
報
が
な
い
。
漢
文
。
蔵
書
印「
荻
黌
蔵
書
」。
歴
代
天
皇
の
陵
墓
を
、
文
献
と
実
地
踏
査
に
よ
っ
て
考
証
し
た
研
究
書
。
学
術
的
に
優
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
幕
末
の
尊
王
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
内
題
部
分
の
割
書
き
に
「
九
志
二
之
一
（
二
）」
と
あ
る
。
秀
実
が
「
九
志
」
の
著
作
を
計
画
し
、
そ
の
二
番
目
と
い
う
意
味
。
が
、
完
成
し
た
の
は
こ
の
『
山
陵
志
』
と
『
職
官
志
』（
九
志
之
四
）
の
み
。
著
者
蒲
生
秀
実
（
一
七
六
八
〜
一
八
一
三
）
は
字
を
君
平
と
い
う
。
勤
皇
家
と
し
て
著
名
。
（
白
石
良
夫
）
藤
樹
先
生
年
譜
（
と
う
じ
ゅ
せ
ん
せ
い
ね
ん
ぷ
）
o214
－
17
刊
川
田
甕
江
著
半
紙
本
、
一
冊
。
原
題
簽
「
藤
樹
先
生
年
譜
」、
内
題
・
序
題
「
藤
樹
先
生
年
譜
」。
内
題
下
「
黄
微
川
田
剛
毅
卿
撰
」。
見
返
し
に
、
黄
微
川
田
剛
毅
卿
著
藤
樹
先
生
年
譜
―67―
大
溝
修
身
堂
蔵
梓
と
あ
る
。
修
身
堂
は
大
溝
藩
藩
校
。
序
文
末
、
安
政
五
年
歳
在
戊
午
春
正
月
橒
嶺
分
部
光
貞
撰
分
部
光
貞
（
橒
嶺
は
号
）
は
大
溝
藩
最
後
の
藩
主
。
中
江
藤
樹
の
伝
記
研
究
。
藤
樹
出
生
か
ら
没
年
ま
で
の
、
日
付
単
位
の
詳
細
な
年
譜
考
証
で
あ
る
（
漢
文
）。
著
者
川
田
甕
江
は
備
中
松
山
藩
儒
、
維
新
後
東
京
大
学
教
授
。
そ
の
後
書
き
に
、
藤
樹
の
事
蹟
に
異
同
あ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
大
溝
藩
藩
主
に
依
頼
さ
れ
て
執
筆
し
た
旨
を
記
す
（
年
記
「
安
政
丁
巳
冬
十
一
月
」）。「
徳
本
堂
記
」
を
付
す
。
（
白
石
良
夫
）
都
名
所
図
会
（
み
や
こ
め
い
し
ょ
ず
え
）
o221
－
1
刊
秋
里
籬
島
著
竹
原
春
朝
斎
画
大
本
、
六
巻
六
冊
。
原
題
簽
「
都
名
所
図
会
」。
題
簽
に
は
外
題
の
ほ
か
に
「
平
安
城
」（
一
・
二
冊
目
）、「
左
青
龍
」（
三
冊
目
）、「
右
白
虎
」（
四
冊
目
）、「
前
朱
萑
」（
五
冊
目
）、「
後
玄
武
」（
六
冊
目
）
と
あ
り
。
ま
た
全
冊
に
「
再
刻
」
と
あ
り
。
目
録
題
「
都
名
所
図
会
」。
序
文
末
に
は
「
安
永
九
庚
子
年
仲
秋
／
五
条
式
部
大
輔
菅
原
為
俊
卿
／
栖
霞
館
主
人
書
」、
跋
文
末
に
は
「
季
十
三
夜
於テ
二
斑
竹
邸ニ
一
書ス
旹ニ
安
永
九
年
也
／
選
者
平
安
秋
里
湘
夕
」
と
あ
り
。
奥
付
、
画
工
浪
花
春
朝
斎
竹
原
信
繁
彫
工
京
師
永
島
六
右
衛
門
山
本
長
左
衛
門
伊
沢
又
治
郎
同
浪
花
藤
江
喜
平
治
藤
木
金
兵
衛
坂
本
新
輔
山
本
清
右
衛
門
安
永
九
年
子
中
秋
新
板
天
明
六
年
午
初
春
再
板
皇
都
書
林
寺
町
通
五
条
上
ル
町
吉
野
屋
為
八
梓
一
部
の
挿
絵
に
、
旧
蔵
者
に
よ
る
も
の
と
目
さ
れ
る
手
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
印
「
荻
府
蔵
書
」。
読
本
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
秋
里
籬
島
は
、
画
家
の
竹
原
春
朝
斎
や
、
書
肆
の
吉
野
屋
為
八
と
と
も
に
、『
都
名
所
図
会
』
を
刊
行
し
た
。
本
書
は
江
戸
時
代
後
期
の
名
所
図
会
流
行
の
端
緒
と
な
り
、
以
後
、
数
々
の
名
所
図
会
が
上
梓
さ
れ
た
。
（
村
上
義
明
）
拾
遺
都
名
所
図
会
（
し
ゅ
う
い
み
や
こ
め
い
し
ょ
ず
え
）
o221
－
2
刊
秋
里
籬
島
著
竹
原
春
朝
斎
画
大
本
、
四
巻
五
冊
。
第
一
〜
三
・
五
冊
、
原
題
簽
「〈
拾
遺
〉
都
名
所
図
会
」。
第
四
冊
、
後
補
題
簽
。
題
簽
に
は
外
題
の
ほ
か
に
「
平
安
城
」（
第
一
冊
）、
「
左
青
龍
」（
第
二
・
三
冊
）、「
後
玄
武
／
右
白
虎
」（
第
四
冊
）、「
前
朱
萑
」
（
第
五
冊
）
と
あ
り
。
目
録
題
「〈
拾
遺
〉
都
名
所
図
会
」。
序
文
末
に
は
「
天
明
丁
未
九
月
／
鷲
尾
大
納
言
藤
原
隆
建
卿
／
桜
寧
主
人
」
と
あ
り
。
跋
文
は
―68―
二
つ
あ
り
、
一
つ
に
は
「
天
明
六
丙
午
歳
七
月
採ル
二
筆ヲ
於
永
昌
堂ニ
一
／
平
安
秋
里
舜
福
湘
夕
題
」、
も
う
一
つ
に
は
「
天
明
七
年
六
月
望
日
／
浪
速
人
春
朝
斎
竹
原
信
繁
し
る
す
」
と
あ
り
。
尾
題
「
補
遺
都
名
所
図
会
平
安
城
之
巻
」
（
第
一
冊
）、「
補
遺
都
名
所
図
会
青
龍
巻
」（
第
三
冊
）、「
都
名
所
図
会
拾
遺
」（
第
四
冊
）。
奥
付
、
画
工
浪
花
春
朝
斎
竹
原
信
繁
江
都
書
林
本
石
町
十
軒
店
山
崎
金
兵
衛
日
本
橋
南
三
丁
目
前
川
六
左
衛
門
天
明
七
年
未
秋
新
板
皇
都
書
林
寺
町
通
五
条
上
ル
町
吉
野
屋
為
八
梓
蔵
書
印
「
荻
府
蔵
書
」。
『
都
名
所
図
会
』
の
続
編
と
し
て
、
前
編
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
京
都
の
名
勝
旧
跡
に
つ
い
て
図
入
り
で
解
説
し
た
も
の
。
（
村
上
義
明
）
都
林
泉
名
勝
図
会
（
み
や
こ
り
ん
せ
ん
め
い
し
ょ
う
ず
え
）
o221
－
3
刊
秋
里
籬
島
著
佐
久
間
草
偃
・
西
村
中
和
・
奥
文
鳴
画
大
本
、
五
巻
六
冊
。
原
題
簽
「
都
林
泉
名
勝
図
会
一
（
〜
五
）」。
巻
一
の
み
「
乾
」「
坤
」
に
分
冊
（
外
題
に
よ
る
）。
目
録
題
「
都
林
泉
名
勝
図
会
」
（
第
一
、
三
〜
五
冊
）。
序
文
末
に
「
寛
政
と
を
あ
ま
り
ひ
と
ゝ
せ
の
春
／
藤
波
二
位
季
忠
卿
／
水
竹
居
主
人
書
」、
跋
文
末
に
「
寛
政
十
一
載
仲
夏
／
平
安
秋
里
籬
島
湘
夕
」
と
あ
り
。
尾
題
「
都
林
泉
名
勝
図
会
」（
第
二
〜
五
冊
）。
第
一
冊
（
巻
一
）
凡
例
の
匡
郭
外
に
「
従
是
奥
彫
工
井
上
治
兵
衛
」、
第
四
冊
（
巻
三
）
目
録
の
匡
郭
外
に
「
彫
工
樋
口
源
兵
衛
」、
第
五
冊
（
巻
四
）
目
録
の
匡
郭
外
に
「
此
一
冊
彫
工
井
上
治
兵
衛
」
と
あ
り
。
奥
付
、
画
工
法
橋
佐
久
間
草
偃
法
橋
西
村
中
和
奥
文
鳴
源
貞
章
京
都
吉
野
屋
為
八
江
都
須
原
屋
善
五
郎
浪
速
河
内
屋
喜
兵
衛
河
内
屋
太
助
寛
政
十
一
己
未
歳
仲
夏
発
行
皇
都
書
鄽
六
角
通
御
幸
町
西
江
入
町
小
川
多
左
衛
門
梓
蔵
書
印
「
荻
府
蔵
書
」。
北
村
援
琴
著
・
藤
井
重
好
画
『
築
山
庭
造
伝
』（
三
巻
三
冊
）
を
参
考
に
、
京
都
と
そ
の
周
辺
の
著
名
な
庭
園
に
つ
い
て
絵
入
り
で
解
説
し
た
も
の
。
ま
た
諸
寺
・
方
丈
・
書
院
に
蔵
さ
れ
る
名
画
・
名
筆
・
什
宝
・
虫
干
し
の
様
相
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
る
。
（
村
上
義
明
）
京
城
勝
覧
（
け
い
じ
ょ
う
し
ょ
う
ら
ん
）
o221
－
4
刊
貝
原
益
軒
著
中
本
、
二
巻
一
冊
。
打
付
け
書
き
「
京
城
勝
覧
」。
内
題
「
京
城
勝
覧
」。
宝
永
三
年
・
損
軒
貝
原
篤
信
（
貝
原
益
軒
）
序
。
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見
返
し
、
篤
信
先
生
著
京
城
勝
覧
洛
陽
書
林
柳
枝
軒
奥
付
、六
角
通
御
幸
町
西
ヘ
入
町
書
林
茨
城
多
左
衛
門
開
板
京
都
の
名
所
を
全
十
七
日
の
行
程
に
分
け
て
見
物
で
き
る
よ
う
に
書
か
れ
た
案
内
書
。
巻
末
に
拾
遺
を
付
す
。
上
欄
に
絵
を
配
す
。
（
村
上
義
明
）
淀
川
両
岸
一
覧
（
よ
ど
が
わ
り
ょ
う
が
ん
い
ち
ら
ん
）
o221
－
6
刊
暁
晴
翁
（
鐘
成
）
著
松
川
半
山
画
中
本
、
一
冊
（
下
巻
存
）。
多
色
刷
。
原
題
簽
「
淀
川
両
岸
一
覧
下
り
船
之
部
下
」。
奥
付
、浪
華
暁
前
鐘
成
晴
翁
著
述
同
松
川
半
山
画
図
皇
都
鎌
田
酔
翁
傭
筆
（
略
）
文
久
元
年
辛
酉
年
季
春
発
行
書
肆
江
戸
日
本
橋
通
弐
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
京
都
麹
屋
町
姉
小
路
俵
屋
清
兵
衛
大
坂
心
斎
橋
通
北
久
太
郎
町
河
内
屋
喜
兵
衛
『
淀
川
両
岸
一
覧
』
は
京
都
よ
り
大
坂
に
至
る
淀
川
流
域
を
描
い
た
全
四
巻
四
冊
の
地
誌
で
あ
る
。
上
り
船
之
部
（
二
冊
）
と
下
り
船
之
部
（
二
冊
）
に
分
か
れ
る
。
小
城
鍋
島
文
庫
本
は
第
四
冊
の
み
存
。
（
村
上
義
明
）
淀
川
絵
図
（
よ
ど
が
わ
え
ず
）
o221
－
7
写
折
本
、
一
帖
。
手
彩
色
。
後
補
題
簽
「
淀
川
絵
図
」。
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
辺
か
ら
大
阪
ま
で
の
淀
川
流
域
を
肉
筆
で
描
い
た
も
の
。
地
名
の
ほ
か
、
城
・
陣
屋
・
駅
・
小
休
所
・
渡
し
・
寺
院
・
茶
船
在
所
が
記
号
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
紙
面
に
は
長
門
介
景
樹
（
香
川
景
樹
）
ら
の
詩
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
。
（
村
上
義
明
）
中
山
伝
信
録
（
ち
ゅ
う
ざ
ん
で
ん
し
ん
ろ
く
）
o222
－
22
刊
徐
葆
光
著
大
本
、
六
巻
六
冊
。
漢
籍（
和
刻
本
）。
原
題
簽「
中
山
伝
信
録
」、
内
題
・
版
心
題
・
見
返
し
題
い
ず
れ
も
「
中
山
伝
信
録
」。
見
返
し
に
「
康
煕
庚
子
七
月
十
一
日
熱
河
進
呈
冊
封
琉
球
図
本
副
墨
」「
康
煕
六
十
年
辛
丑
刊
／
二
友
斎
蔵
板
」
と
あ
り
。
康
煕
庚
子
は
一
七
二
〇
年
。
巻
頭
に
「
重
刻
中
山
伝
信
録
序
」
と
題
す
る
新
し
い
序
文
を
付
す
。
そ
の
末
尾
「
大
日
本
明
和
三
年
冬
十
月
／
平
安
服
天
游
伯
和
父
撰
」。「
服
天
游
」
は
服
部
蘇
門
（
一
七
二
四
〜
一
七
六
九
）、「
伯
和
」
は
そ
の
字
。
書
肆
よ
り
校
訂
を
嘱
さ
れ
た
が
、
病
を
理
由
に
門
人
永
田
観
鵞
（
一
七
三
八
〜
一
七
九
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二
）
に
そ
の
任
を
委
ね
た
旨
の
記
事
が
あ
る
。
奥
付
に
、
明
和
丙
戌
五
月
平
安
蘭
園
蔵
板
平
安
書
林
文
錦
堂
林
伊
兵
衛
発
行
と
あ
る
。
明
和
丙
戌
は
一
七
六
六
年
。
挿
絵
あ
り
。
該
書
は
後
掲
書
の
書
肆
名
の
み
を
彫
り
替
え
た
後
刷
本
。
著
者
徐
葆
光
は
清
朝
の
官
僚
、
琉
球
国
王
の
冊
封
副
使
と
し
て
琉
球
に
渡
る
。
滞
在
中
の
見
聞
や
調
査
結
果
の
皇
帝
へ
の
報
告
書
。
琉
球
研
究
の
一
級
史
料
。（
白
石
良
夫
）
中
山
伝
信
録
（
ち
ゅ
う
ざ
ん
で
ん
し
ん
ろ
く
）
oks－
69
大
本
、
一
巻
一
冊
（
巻
六
の
み
存
）。
題
簽
剥
落
。
奥
付
、
明
和
丙
戌
五
月
平
安
蘭
園
蔵
板
平
安
書
林
酉
山
房
銭
屋
善
兵
衛
発
行
前
掲
書
と
同
版
。
奥
付
傍
線
部
の
み
を
彫
り
替
え
た
の
が
前
掲
の
本
。
蔵
書
印
「
叢
桂
館
蔵
書
」。
（
白
石
良
夫
）
本
朝
女
鑑
（
ほ
ん
ち
ょ
う
じ
ょ
か
ん
）
o34
－
06
刊
大
本
、
十
二
巻
十
二
冊
。
原
表
紙
、
外
題
、
第
一
冊
「
本
朝
女
鑑
一
賢
明
上
」、
第
二
冊
「
本
朝
女
鑑
二
」（
打
付
け
書
き
）、
第
三
冊
「
本
朝
女
鑑
Ⅲ
仁
智
上
」、
第
四
冊「
本
朝
女
鑑
四
仁
智
下
」、
第
五
冊「
本
朝
女
鑑
五
節
義
上
」、
第
六
冊
「
本
朝
女
鑑
六
節
義
下
」、
第
七
冊
「
本
朝
女
鑑
七
貞
行
上
」、
第
八
冊
「
本
朝
女
鑑
八
貞
行
下
」、
第
九
冊
「
本
朝
女
鑑
九
」（
打
付
け
書
き
）、
第
十
冊
「
本
朝
女
鑑
十
弁
通
下
」、
第
十
一
冊「
本
朝
女
鑑
十
一
女
式
上
」（
後
補
題
簽
紙
に
墨
書
）、
第
十
二
冊「
本
朝
女
鑑
十
二
女
式
下
」（
一
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
十
・
十
二
冊
は
刷
題
簽
）。
序
文
あ
り
、
跋
文
な
し
。
各
冊
各
巻
に
目
録
、
挿
絵
あ
り
。
跋
な
し
。
奥
付
、
寛
文
元
年
辛
丑
九
月
吉
旦
椹
木
町
吉
田
四
郎
右
衛
門
板
刊
と
あ
り
、
同
年
月
刊
の
西
村
又
左
衛
門
版
の
後
刷
本
で
あ
る
。
蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」「
叢
桂
館
蔵
」。
仮
名
草
子
。
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
日
本
の
名
女
の
伝
説
を
集
め
た
も
の
で
「
女
式
」
に
和
漢
の
女
性
教
訓
を
収
め
る
。
本
文
内
の
著
者
情
報
は
な
い
。
寛
文
十
年
増
補
書
籍
目
録
「
十
二
冊
、
本
朝
女
鑑
、
松
意
作
ゑ
入
」
の
記
述
等
よ
り
、
浅
井
了
意
の
作
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
（
大
久
保
順
子
）
天
狗
芸
術
論
（
て
ん
ぐ
げ
い
じ
ゅ
つ
ろ
ん
）
o74
－
17
刊
佚
斎
樗
山
作
半
紙
本
、
四
巻
四
冊
。
全
冊
題
簽
剥
落
（
打
付
け
書
き
「
天
狗
芸
術
」）。
内
題
・
尾
題
・
序
題
「
天
狗
芸
術
論
」、
版
心
題
・
跋
題
「
芸
術
論
」。
巻
一
内
題
下
に
「
佚
斎
樗
山
述
」
と
あ
る
も
、
埋
木
で
あ
る
こ
と
歴
然
。
樗
山
は
本
名
丹
羽
十
郎
右
衛
門
忠
明
、
下
総
国
関
宿
藩
藩
士
。
挿
絵
あ
り
。
序
文
年
記
・
署
名
、
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享
保
十
三
歳
次
戊
申
臘
月
良
辰
東
武
江
城
豊
島
郡
隠
士
神
田
白
龍
子
叙
奥
付
、享
保
十
四
歳
次
己
酉
孟
春
書
肆
洛
陽
堀
河
錦
上
ル
町
西
村
市
郎
右
衛
門
武
陽
本
町
三
町
目
西
村
源
六
蔵
版
そ
の
横
に
「
豊
島
町
彫
工
栗
原
次
郎
兵
衛
」
と
あ
る
。
最
終
巻
末
に
西
村
源
六
の
蔵
版
目
録
を
付
す
。
該
書
第
一
冊
末
に
左
の
戯
れ
書
き
あ
り
（
同
じ
歌
二
首
）。
貸
本
屋
の
筆
か
。
此
本
を
貸
す
に
お
し
く
は
な
け
れ
ど
も
か
へ
さ
ぬ
人
の
面
の
に
く
さ
よ
天
狗
が
武
芸
論
を
戦
わ
せ
る
の
を
、
若
い
剣
術
者
が
盗
み
聞
き
す
る
と
い
う
趣
向
で
、
わ
か
り
や
す
く
滑
稽
な
語
り
口
で
儒
仏
の
教
え
を
説
く
。
談
義
本
の
初
期
作
品
の
ひ
と
つ
。
（
白
石
良
夫
）
蘭
学
階
梯
（
ら
ん
が
く
か
い
て
い
）
o82
－
9
写
大
本
、
二
巻
一
冊
。
共
紙
表
紙
、
仮
綴
じ
。
外
題
（
打
付
け
書
き
）「
蘭
学
階
梯
」、
内
題
・
目
録
題
・
序
題
・
跋
題
・
尾
題
い
ず
れ
も
「
蘭
学
階
梯
」。
内
題
下
に
、
東
奥
玄
沢
大
槻
茂
質
撰
と
あ
る
。
序
文
二
篇
、
そ
の
一
の
末
「
序
天
明
癸
卯
之
冬
龍
橋
源
昌
綱
撰
／
懶
斎
子
阮
粲
書
於
香
芸
書
屋
」、
あ
と
一
の
文
末
「
天
明
癸
卯
之
冬
出
雲
侯
入
江
都
孔
平
信
敏
識
」。
例
言
あ
り
、
そ
の
末
尾
「
天
明
三
年
癸
卯
季
秋
初
吉
東
奥
玄
沢
大
槻
茂
質
子
煥
父
識
」。
跋
文
末
に
、
天
明
癸
卯
之
冬
津
山
侍
医
宇
晋
撰
西
肥
荻
清
行
書
「
豊
福
」（
印
）
と
あ
る
。
該
書
は
版
本
の
写
し
で
あ
る
。
版
本
跋
文
末
の
一
行
は
「
東
江
源
鱗
（
沢
田
東
江
）
書
」
と
あ
る
が
、
右
の
ご
と
く
書
き
換
え
た
の
は
書
写
者
の
戯
れ
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
書
入
れ
あ
り
。
最
初
の
蘭
学
入
門
書
。
巻
上
は
蘭
学
伝
来
の
概
説
、
巻
下
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
な
ど
を
記
述
す
る
。
（
白
石
良
夫
）
三
語
便
覧
（
さ
ん
ご
べ
ん
ら
ん
）
o82
－
12
刊
大
本
、
三
巻
三
冊
。
原
題
簽
「
三
語
便
覧
」、
内
題
・
目
録
題
・
序
題
・
凡
例
題
・
尾
題
・
版
心
題
、
い
ず
れ
も
「
三
語
便
覧
」。
内
題
下
に
「
松
代
茂
亭
村
上
義
茂
著
」、
見
返
し
に
も
「
茂
亭
村
上
義
茂
著
」
と
あ
り
。
見
返
し
、茂
亭
村
上
義
茂
著
三
語
便
覧
達
理
堂
蔵
奥
付
な
し
。
序
文
二
篇
、
一
は
そ
の
文
末
に
、
嘉
永
七
年
甲
寅
良
月
宕
陰
塩
谷
世
弘
題
沢
俊
卿
書
も
う
一
に
は
、
嘉
永
甲
寅
孟
冬
畏
堂
小
林
至
静
識
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沢
俊
卿
書
と
あ
る
。
凡
例
末
に
も
「
茂
亭
識
」
と
あ
る
。
本
書
は
フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
・
ド
イ
ツ
語
の
三
語
と
日
本
語
と
の
対
照
辞
書
。
著
者
村
上
義
茂
（
一
八
一
一
〜
一
八
九
〇
）
は
名
を
英
俊
と
も
い
う
。
茂
亭
は
号
。
蘭
学
を
ま
な
ん
で
松
代
藩
医
と
な
る
。
同
藩
の
佐
久
間
象
山
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
勧
め
ら
れ
、
独
学
で
学
ん
だ
。
わ
が
国
フ
ラ
ン
ス
学
の
草
分
け
的
存
在
。
（
白
石
良
夫
）
伊
勢
物
語
図
会
（
い
せ
も
の
が
た
り
ず
え
）
o91
－
04
刊
大
本
、
三
冊
。
原
題
簽
「
校
訂
伊
勢
物
語
圖
會
」。
内
題
「
伊
勢
物
語
」。
蔵
書
印
な
し
。
絵
入
本
。
序
文
は
次
の
と
お
り
。
伊
勢
物
語
序
ウ
ヒ
カ
ウ
フ
リ
ワ
カ
ワ
ケ
ガ
ミ
初
冠
の
若
う
ど
た
ち
は
い
ふ
も
さ
ら
な
り
ふ
り
分
髪
の
わ
ら
は
べ
ら
ナ
ニ
ハ
ヅ
ア
サ
も
難
波
津
浅
か
山
の
い
と
ま
〳
〵
に
め
な
れ
く
ち
な
れ
て
い
と
よ
き
み
フ
ミ
や
び
書
は
こ
の
物
語
に
な
む
有
け
る
さ
れ
ど
世
に
お
こ
な
は
る
ゝ
あ
ま
ス
リ
マ
キ
カ
ナ
タ
ガ
モ
ジ
た
の
素
本
は
い
づ
れ
も
〳
〵
仮
字
の
違
ひ
文
字
の
あ
や
ま
り
な
ど
い
と
タ
メ
し
げ
き
を
こ
た
び
或
人
か
の
わ
ら
は
べ
ら
が
為
に
と
て
か
く
あ
ら
た
め
タ
ヾ
ヱ
ス
リ
マ
キ
訂
し
て
く
だ
り
〳
〵
に
画
を
も
物
し
て
摺
巻
に
は
な
し
つ
る
な
り
こ
を
カ
ム
ガ
ヘ
ア
ハ
セ
ハ
シ
ガ
キ
は
た
お
の
れ
に
猶
よ
く
校
合
て
序
を
も
く
は
へ
て
よ
と
こ
ふ
に
付
て
マ
ナ
ノ
マ
キ
ト
コ
ロ
〳
〵
真
名
本
な
ど
に
引
く
ら
べ
て
こ
と
な
る
處
々
の
よ
し
や
あ
し
や
の
い
サ
キ
さ
ゝ
か
な
る
を
頭
書
に
物
し
つ
さ
て
か
の
今
を
春
べ
と
咲
に
ほ
ふ
言
葉
シ
ム
コ
キ
ム
ノ
ウ
タ
ブ
ミ
ヨ
ミ
ヌ
シ
の
花
の
光
る
源
氏
の
物
語
ぶ
み
を
は
じ
め
新
古
今
和
哥
集
の
作
者
な
ど
オ
モ
オ
ホ
も
も
は
ら
こ
の
物
語
に
よ
り
て
思
ひ
え
ら
れ
し
ふ
し
〴
〵
も
多
か
れ
ば
コ
レ
コ
ト
バ
フ
ミ
是
ぞ
み
や
び
詞
の
お
や
と
も
も
ち
い
つ
く
べ
く
い
み
し
く
め
で
た
き
書
の
な
に
お
ふ
い
せ
の
海
の
清
き
な
ぎ
さ
の
ま
白
玉
に
な
む
有
け
る
さ
る
カ
ゲ
を
な
ま
心
あ
る
わ
か
う
ど
た
ち
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
に
思
ひ
な
み
過
し
た
ま
ひ
そ
こ
の
く
だ
り
〳
〵
に
物
し
た
る
ゑ
は
名
に
た
か
き
難
波
人
法
橋
玉
山
が
筆
な
り
か
く
い
ふ
は
文
政
六
年
の
春
尾
張
名
児
屋
人
市
岡
猛
彦
市
岡
猛
彦
は
本
居
門
下
の
国
学
者
。
絵
を
書
い
た
「
法
橋
玉
山
」
は
岡
田
玉
山
で
、
浮
世
絵
師
。
奥
付
は
、
文
政
八
年
乙
酉
秋
書
林
江
戸
靏
屋
金
助
同
大
坂
屋
茂
吉
大
阪
河
内
屋
曽
七
京
吉
野
屋
仁
兵
衛
名
古
屋
永
樂
屋
東
四
郎
同
美
濃
屋
伊
六
と
あ
る
。
上
巻
は
初
段
か
ら
四
九
段
ま
で
、
中
巻
は
五
十
段
か
ら
七
八
段
、
下
巻
は
七
九
段
か
ら
百
二
五
段
。
た
だ
し
、
下
巻
は
七
八
段
末
尾
の
「
と
な
ん
よ
め
り
け
る
」
か
ら
始
ま
る
。
（
沼
尻
利
通
）
〔
参
考
〕
関
口
一
美
「
整
版
本
伊
勢
物
語
」（
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）。
大
鏡
（
お
お
か
が
み
）
o92
－
01
刊
大
本
、
八
巻
八
冊
。
外
題
「
大
鏡
」。
題
簽
は
各
冊
と
も
中
央
よ
り
や
や
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左
側
に
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
一
・
五
・
六
・
七
は
「
大
鏡
」
の
題
簽
の
左
傍
ら
に
、
さ
ら
に
「
大
か
ゝ
み
」（
巻
一
）「
お
ほ
か
ゝ
み
」（
巻
五
・
六
・
七
）
の
題
簽
も
併
せ
て
貼
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
一
・
五
・
六
・
七
は
二
つ
の
題
簽
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
巻
一
・
六
の
題
簽
に
は
菱
に
八
つ
花
の
文
様
、
巻
五
・
七
の
題
簽
は
無
地
。
内
題
「
大
鏡
」。
各
冊
の
冒
頭
に
目
録
を
載
せ
る
。
奥
付
な
し
。
蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」。
『
大
鏡
』
の
諸
本
は
、
古
本
系
統
・
異
本
系
統
・
流
布
本
系
統
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
整
版
本
は
流
布
本
系
統
に
属
す
る
。
（
沼
尻
利
通
）
〔
参
考
〕
秋
葉
安
太
郎
「
大
鏡
本
文
の
研
究
」『
大
鏡
の
研
究
』
上
巻
本
文
篇
桜
楓
社
一
九
六
一
年
。
山
岸
徳
平
「
大
鏡
研
究
」『
歴
史
戦
記
物
語
研
究
』
山
岸
徳
平
著
作
集
第
四
巻
有
精
堂
出
版
一
九
七
三
年
。
大
鏡
（
お
お
か
が
み
）
o92
－
11
刊
大
本
、
八
巻
八
冊
。
外
題「
大
鏡
」。
蔵
書
印
な
し
。
前
掲
書（o92
－
01
）
と
同
版
。
刷
の
状
態
か
ら
、
該
本
は
後
刷
り
。
一
部
に
乱
丁
あ
り
。
（
沼
尻
利
通
）
保
元
物
語
・
平
治
物
語
（
ほ
う
げ
ん
も
の
が
た
り
・
へ
い
じ
も
の
が
た
り
）
o92
－
03
刊
大
本
。
六
巻
六
冊
。
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
三
巻
三
冊
で
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
に
わ
か
れ
る
。
六
冊
と
も
表
紙
色
同
じ
。
『
保
元
物
語
』
は
、
原
題
簽
「
新
板
保
元
物
語
」。
内
題
「
保
元
合
戦
記
」。
版
心
題
「
保
元
」。
目
録
題
「
保
元
物
語
」。
尾
題
「
保
元
物
語
」。『
平
治
物
語
』
は
、
原
題
簽
「
新
板
平
治
物
語
」。
内
題
「
平
治
物
語
」。
版
心
題
「
平
治
」。
目
録
題
「
平
治
物
語
」。
尾
題
「
平
治
物
語
」。
奥
付
に
「
于
時
寛
永
三
丙
刀
年
長
月
吉
辰
」
と
あ
る
。
蔵
書
印
な
し
。
『
保
元
物
語
』
整
版
本
は
寛
永
元
年
片
仮
名
交
じ
り
版
、
寛
永
三
年
平
仮
名
交
じ
り
絵
入
り
版
、
明
暦
三
年
平
仮
名
交
じ
り
絵
入
り
版
、
貞
享
二
年
平
仮
名
交
じ
り
絵
入
り
版
、
元
禄
十
五
年
平
仮
名
交
じ
り
絵
入
り
版
、
の
五
種
あ
り
、
該
本
は
、
こ
の
う
ち
の
寛
永
三
年
平
仮
名
交
じ
り
絵
入
り
版
に
分
類
で
き
る
。
（
沼
尻
利
通
）
〔
参
考
〕
原
水
民
樹
「
流
布
本
系
統
の
諸
本
」『『
保
元
物
語
』
系
統
・
伝
本
考
』
和
泉
書
院
二
〇
一
六
年
。
三
国
物
語
（
さ
ん
ご
く
も
の
が
た
り
）
o93
－
09
刊
大
本
、
一
巻
二
冊
（
巻
五
の
み
存
）。
原
表
紙
、
刷
題
簽
「
ゑ
入
三
国
物
語
」。
目
録
題
・
尾
題
「
三
国
物
語
」、
版
心
題
「
三
国
」。
著
者
情
報
な
し
。
挿
絵
あ
り
。
第
二
冊
末
尾
に
刊
記
「
寛
文
七
丁
未
初
夏
吉
日
吉
野
屋
惣
兵
衛
開
板
」。
蔵
書
印
「
曲
肘
亭
」「
叢
桂
館
蔵
」。
本
書
に
は
五
巻
五
冊
本
の
ほ
か
、
五
巻
七
冊
本
・
三
冊
本
等
の
形
態
あ
り
。
題
簽
と
内
題
の
位
置
か
ら
み
て
、
該
本
（
巻
五
、
二
冊
）
の
装
丁
は
、
旧
三
井
文
庫
蔵
五
巻
七
冊
本
の
巻
五
（
第
六
冊
・
第
七
冊
）
の
分
冊
と
同
じ
形
で
あ
り
、
寛
文
年
間
の
書
籍
目
録
等
の
記
載
に
み
ら
れ
る
七
冊
本
の
系
統
の
体
裁
を
残
す
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
仮
名
草
子
。
和
漢
の
軍
記
や
説
話
集
等
を
典
拠
に
、
我
朝
・
唐
・
天
竺
の
三
国
の
、
孝
行
・
発
心
・
勧
戒
等
の
啓
蒙
教
訓
的
な
故
事
説
話
を
集
め
る
。
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後
に
『
天
竺
物
語
』『
大
唐
物
語
』『
我
朝
物
語
』
の
改
題
抜
粋
本
が
作
ら
れ
て
い
る
。
（
大
久
保
順
子
）
〔
参
考
〕『
仮
名
草
子
集
成
』
第
三
十
一
巻
（
東
京
堂
出
版
、
平
成
十
四
年
）、
大
久
保
順
子
「『
三
国
物
語
』
の
二
本
に
関
し
て
―
小
城
鍋
島
文
庫
本
と
広
島
大
学
蔵
本
―
」
（『
仮
名
草
子
集
成
』
第
三
十
二
巻
、
東
京
堂
出
版
、
平
成
十
四
年
）
今
四
家
絶
句
（
こ
ん
し
か
ぜ
っ
く
）
o97
－
17
刊
北
原
秦
里
・
宮
沢
雲
山
・
梁
川
星
巖
編
半
紙
本
、
二
巻
二
冊
。
原
表
紙
、
上
巻
後
補
題
簽
「
今
四
家
絶
句
上
」、
下
巻
原
題
簽
「
今
四
家
絶
句
下
」。
内
題
「
寛
斎
先
生
百
絶
」（「
如
亭
先
生
百
絶
」「
詩
仏
先
生
百
絶
」「
五
山
先
生
百
絶
」）。
版
心
題
「
今
四
家
絶
句
寛
斎
」（「（
同
）
如
亭
」「（
同
）
詩
仏
」「（
同
）
五
山
」）。
見
返
し
、
寛
斎
先
生
／
如
亭
先
生
今
四
家
絶
句
詩
仏
先
生
／
五
山
先
生
江
戸
書
肆
文
刻
堂
／
玉
山
堂
合
刻
目
録
な
し
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
秋
の
亀
田
鵬
斎
序
と
葛
西
因
是
序
を
冠
す
る
も
、
い
ず
れ
も
題
と
印
記
は
な
し
。
各
内
題
の
下
に
、
秦
里
居
士
／
細
庵
外
史
／
詩
禅
道
人
同
輯
と
あ
り
、
跋
文
は
な
し
。
奥
付
、
文
化
十
二
年
乙
亥
九
月
書
林
京
堀
川
通
仏
光
寺
下
ル
植
村
藤
右
衛
門
大
坂
心
斎
橋
南
久
宝
寺
町
泉
本
八
兵
衛
江
戸
石
町
四
丁
目
西
村
源
六
江
戸
日
本
橋
通
二
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
蔵
書
印
「
姫
水
娯
観
」。
江
湖
詩
社
の
四
才
、
市
河
寛
斎
・
柏
木
如
亭
・
大
窪
詩
仏
・
菊
池
五
山
の
絶
句
を
百
首
ず
つ
収
録
し
た
も
の
。
上
巻
に
寛
斎
と
如
亭
、
下
巻
に
詩
仏
と
五
山
の
も
の
を
収
め
る
。
編
者
の
秦
里
居
士
・
細
庵
外
史
・
詩
禅
道
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
北
原
秦
里
（
一
七
八
五
〜
一
八
二
九
）、
宮
沢
雲
山
（
一
七
八
一
〜
一
八
五
二
）、
梁
川
星
巖
（
一
七
八
九
〜
一
八
五
八
）。
江
湖
詩
社
の
四
才
に
次
ぐ
若
手
詩
人
た
ち
。
版
元
の
「
文
刻
堂
」
と
「
玉
山
堂
」
は
、
江
戸
の
西
村
源
六
と
山
城
屋
佐
兵
衛
。
（
中
尾
友
香
梨
）
日
本
楽
府
（
に
ほ
ん
が
ふ
）
o97
－
18
刊
頼
山
陽
著
・
牧
信
侯
註
大
本
、
一
冊
。
原
表
紙
、
原
題
簽
「
日
本
楽
府
」。
内
題
・
版
心
題
・
目
録
題
「
日
本
楽
府
」。
見
返
し
な
し
。
巻
頭
に
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
二
月
の
篠
崎
小
竹
の
「
序
」、
同
年
九
月
の
牧
信
侯
の
「
註
日
本
楽
府
叙
」、
同
年
冬
の
藤
世
張
の
「
後
叙
」、
田
能
村
竹
田
の
「
読
日
本
楽
府
評
語
十
二
則
」
を
冠
す
。
内
題
下
、
山
陽
外
史
擬
製
／
美
濃
牧
輓
信
侯
註
巻
末
に
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
十
二
月
二
十
八
日
付
の
山
陽
の
自
跋
あ
り
。
刊
記
・
奥
付
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。
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本
邦
の
史
実
六
十
六
題
を
選
ん
で
、
楽
府
体
に
詠
じ
た
も
の
。
初
版
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
刊
行
か
。
註
釈
を
施
し
た
牧
信
侯
は
、
牧
百
峯
（
一
八
〇
一
〜
一
八
六
三
）、
名
は
輓
、
信
侯
は
字
。「
後
叙
」
を
書
い
た
藤
世
張
は
、
後
藤
松
陰
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
四
）、
名
は
機
、
世
張
は
字
。
両
者
と
も
頼
山
陽
の
弟
子
。
松
陰
の
妻
は
篠
崎
小
竹
の
娘
。
（
中
尾
友
香
梨
）
詩
語
砕
金
（
し
ご
さ
い
き
ん
）
o97
－
19
刊
泉
要
編
・
石
作
貞
校
半
紙
本
、
二
巻
一
冊
。
原
表
紙
（
一
部
破
損
）、
原
題
簽
「
詩
語
砕
金
新
刻
」。
内
題
・
版
心
題
・
目
録
題
・
尾
題
「
詩
語
砕
金
」。
見
返
し
、
天
保
新
刻
詩
語
砕
金書
林
合
梓
上
巻
冒
頭
に
「
延
陵
文
学
石
川
貞
」
に
よ
る
「
附
言
」
を
冠
す
。
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
五
部
立
て
の
目
録
を
有
す
る
が
、
雑
部
の
目
次
の
丁
は
抜
け
落
ち
て
い
る
。
上
巻
に
春
部
・
夏
部
、
下
巻
に
秋
部
・
冬
部
・
雑
部
を
収
め
る
。
内
題
下
、
東
都
泉
要
士
徳
編
纂
信
陽
石
作
貞
士
幹
訂
正
下
巻
末
に
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
八
月
の
石
作
貞
（
士
幹
）
の
「
詩
語
砕
金
跋
」
が
備
わ
る
。
奥
付
・
刊
記
は
な
し
。
蔵
書
印
「
桜
岡
」「
尚
□
」「
半
酣
」「
温
故
」。
詩
語
に
平
仄
・
読
み
仮
名
・
意
味
を
施
し
た
作
詩
入
門
書
。
題
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、『
詩
語
砕
錦
』（
永
田
観
鵞
編
、
明
和
四
年
序
）
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。
初
版
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
刊
行
。
該
書
冒
頭
の
石
川
貞
の
「
附
言
」
及
び
巻
末
の
石
作
貞
の
跋
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
日
向
延
岡
藩
二
代
藩
主
・
内
藤
政
陽
が
発
案
し
、
藩
儒
石
川
貞
に
そ
の
編
纂
を
命
じ
た
も
の
の
、
石
川
貞
は
講
授
に
暇
が
な
か
っ
た
の
で
、
同
じ
く
南
宮
大
湫
門
の
士
幹
（
石
作
貞
）
と
士
徳
（
泉
要
）
に
編
纂
と
校
訂
を
依
頼
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
石
作
貞
は
石
作
駒
石
（
一
七
四
〇
〜
一
七
九
六
）、
信
州
の
人
、
士
幹
は
字
。
泉
要
（
士
徳
）
は
未
詳
。
（
中
尾
友
香
梨
）
続
詩
語
砕
金
（
ぞ
く
し
ご
さ
い
き
ん
）
o97
－
20
刊
国
枝
惟
煕
編
・
熊
田
惟
孝
校
半
紙
本
、
二
巻
一
冊
。
原
表
紙
、
原
題
簽「
続
詩
語
砕
金
全
」。
内
題
・
版
心
題
・
目
録
題
・
尾
題「
詩
語
砕
金
続
編
」。見
返
し
は『
詩
語
砕
金
』（o97
－
19
）
と
同
じ
版
木
を
使
っ
て
い
る
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
三
月
の
序
を
冠
す
る
も
、
題
・
署
名
・
印
記
は
な
し
。『
詩
語
砕
金
』と
同
じ
く
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
五
部
を
立
て
、
上
巻
に
春
部
・
夏
部
、
下
巻
に
秋
部
・
冬
部
・
雑
部
を
収
め
る
。
跋
文
・
奥
付
・
刊
記
は
な
し
。
内
題
の
下
、
尾
張
国
枝
惟
煕
成
卿
編
輯
熊
田
惟
孝
子
友
校
訂
蔵
書
印
「
桜
岡
」「
尚
□
」「
半
酣
」「
温
故
」。
『
詩
語
砕
金
』
の
続
編
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。
初
版
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
刊
行
。
編
者
の
国
枝
惟
煕
は
、
国
枝
松
宇
（
一
七
九
六
〜
一
八
八
〇
）、
尾
張
の
蝋
燭
商
、
惟
煕
は
名
、
成
卿
は
字
、
別
号
に
老
足
等
。
（
中
尾
友
香
梨
）
―76―
山
陽
詩
鈔
（
さ
ん
よ
う
し
し
ょ
う
）
o97
－
21
刊
頼
山
陽
著
大
本
、
六
巻
三
冊
（
第
一
冊
巻
一
〜
二
、
第
二
冊
巻
三
〜
四
、
第
四
冊
巻
七
〜
八
）。
第
一
冊
と
第
二
冊
は
原
表
紙
破
損
、
遊
び
紙
に
打
付
け
書
き「
山
陽
詩
鈔
」。
第
四
冊
の
み
原
表
紙
、
原
題
簽「
山
陽
詩
鈔
」。
内
題
・
版
心
題
・
尾
題
「
山
陽
詩
鈔
」。
目
録
な
し
。
見
返
し
、
天
保
癸
巳
新
鐫
山
陽
詩
鈔
書
林
五
玉
堂
蔵
第
一
冊
冒
頭
に
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
十
月
の
篠
崎
小
竹
の
「
序
」
と
識
語
（
刷
）
を
冠
す
。
巻
一
〜
四
・
七
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
題
下
、
頼
襄
子
成
著
後
藤
機
校
巻
八
の
内
題
下
、
頼
襄
子
成
著
牧
輓
校
頭
書
欄
外
に
諸
家
の
評
語
を
刻
す
。
第
四
冊
末
尾
に
後
藤
松
陰
の
「
後
叙
」
が
備
わ
る
。
奥
付
、
天
保
四
年
癸
巳
三
月
発
兌
書
肆
京
都
御
幸
町
通
御
池
下
ル
町
菱
屋
孫
兵
衛
藝
州
広
島
元
安
橋
東
詰
米
屋
兵
介
大
阪
心
斎
橋
通
北
久
太
良
町
河
内
屋
喜
兵
衛
同
安
土
町
角
河
内
屋
儀
助
同
博
労
町
南
入
河
内
屋
茂
兵
衛
同
備
後
町
南
入
河
内
屋
徳
兵
衛
蔵
書
印
「
集
義
精
舎
」「
九
新
館
」。
頼
山
陽
の
詩
を
収
め
る
。（
中
尾
友
香
梨
）
山
陽
詩
鈔
（
さ
ん
よ
う
し
し
ょ
う
）
o97
－
22
刊
頼
山
陽
著
大
本
、
二
巻
一
冊
（
巻
七
〜
八
）。
原
表
紙
、
打
付
け
書
き
「
山
陽
詩
集
」。
o97
－
21
の
第
四
冊
と
同
版
だ
が
、
後
刷
。
跋
文
（
後
藤
松
陰
の
「
後
叙
」）
と
奥
付
も
備
わ
る
。
蔵
書
印
「
愓
所
」。
（
中
尾
友
香
梨
）
栗
山
文
集
（
り
つ
ざ
ん
ぶ
ん
し
ゅ
う
）
o97
－
55
刊
柴
野
栗
山
著
大
本
、
一
冊
（
巻
二
の
上
冊
の
み
存
）。
原
表
紙
、
打
付
け
書
き
「
栗
山
文
集
二
上
」。
内
題
・
版
心
題
・
尾
題「
栗
山
文
集
」。
版
心
下
段
に「
桐
陰
」
と
あ
る
。
版
元
「
桐
陰
書
屋
」
を
指
す
。
内
題
下
、
男
允
升
允
常
仝
校
跋
文
・
奥
付
等
な
し
。
蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」。
柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
七
）
の
散
文
を
収
め
る
。
校
訂
者
の
允
升
は
柴
野
碧
海
（
一
七
七
三
〜
一
八
三
五
）、
允
常
は
柴
野
方
閑
（
？
〜
？
）、
と
も
に
栗
山
の
弟
貞
穀
の
子
で
、
栗
山
の
養
子
。
（
中
尾
健
一
郎
）
―77―
静
寄
軒
集
（
せ
い
き
け
ん
し
ゅ
う
）
o97
－
56
写
尾
藤
二
洲
著
半
紙
本
、
三
冊
。
第
一
冊
は
原
表
紙
、
第
二
冊
は
共
紙
表
紙
、
第
三
冊
は
後
補
表
紙
、
す
べ
て
題
簽
・
外
題
な
し
。
内
題
は
、
第
一
冊
「
静
寄
軒
集
」、
第
二
冊
・
第
三
冊
「
静
寄
軒
集
附
録
」。
し
か
し
実
際
の
収
録
内
容
は
次
の
と
お
り
（
巻
次
は
内
閣
文
庫
本
に
よ
る
）。
第
一
冊
『
静
寄
軒
集
』
巻
五
〜
同
巻
十
三
第
二
冊
『
静
寄
軒
集
附
録
』
巻
二
・
三
・
四
。
但
し
巻
四
末
の
「
静
寄
軒
記
」「
静
寄
東
軒
詩
」
は
第
三
冊
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
三
冊
『
静
寄
軒
集
附
録
』
巻
五
〜
七
蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」。
尾
藤
二
洲
（
一
七
四
五
〜
一
八
一
四
）
の
散
文
を
収
め
る
。
内
閣
文
庫
本
は
十
七
巻
八
冊
に
附
録
七
巻
五
冊
を
具
え
て
お
り
、
小
城
鍋
島
文
庫
本
は
こ
の
系
統
の
写
本
を
抄
録
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
（
中
尾
健
一
郎
）
〔
参
考
〕
佐
野
正
巳
「
静
寄
軒
集
」
解
題
（『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
七
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
精
里
集
（
せ
い
り
し
ゅ
う
）
o97
－
57
刊
古
賀
精
里
著
大
本
、
二
巻
二
冊
（
初
集
巻
二
、
二
集
巻
一
）。
初
集
は
表
紙
な
し
。
二
集
は
原
表
紙
、
題
簽
剥
落
、
打
付
け
書
き
「
精
里
」。
初
集
の
内
題
・
版
心
題
・
尾
題
「
精
里
初
集
抄
」、
二
集
の
内
題
・
版
心
題
・
目
録
題
・
尾
題
「
精
里
二
集
抄
」。
二
集
の
見
返
し
、
精
里
古
賀
先
生
著
精
里
二
集
抄
愛
月
堂
蔵
二
集
の
序
題
「
精
里
先
生
遺
文
第
二
集
序
」、
序
末
、
文
化
丁
丑
冬
十
月
従
五
位
下
伊
勢
守
山
村
良
由
識
時
年
七
十
六
烏
林
石
簡
書
山
村
良
由
（
号
は
蘇
門
、
一
七
四
二
〜
一
八
二
三
）
は
、
天
領
木
曽
の
代
官
を
務
め
、
後
に
尾
張
藩
家
老
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
。
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
刊
記
・
奥
付
等
な
し
。
蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」（
大
）。
古
賀
精
里
（
一
七
五
〇
〜
一
八
一
七
）
の
詩
文
集
。
蘇
門
の
二
集
序
に
よ
れ
ば
、
精
里
の
生
前
す
で
に
そ
の
草
稿
が
初
集
と
二
集
と
に
分
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
精
里
の
三
男
侗
庵
（
一
七
八
八
〜
一
八
四
七
）
が
編
纂
時
に
、
父
の
意
を
重
ん
じ
て
こ
の
体
裁
に
し
た
と
い
う
。
蘇
門
が
序
を
著
す
に
至
っ
た
の
は
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
精
里
が
死
去
し
た
後
、
侗
庵
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
。
（
中
尾
健
一
郎
）
〔
参
考
〕
佐
野
正
巳
「
精
里
集
抄
」
解
題
（『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
七
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
精
里
集
（
せ
い
り
し
ゅ
う
）
o97
－
57
刊
古
賀
精
里
著
大
本
、
二
巻
二
冊
（
初
集
巻
二
、
二
集
巻
一
）。
初
集
は
原
表
紙
、
原
題
簽
破
損
。
二
集
は
原
表
紙
、
題
簽
剥
落
、
打
付
け
書
き
「
精
里
二
集
抄
」。
初
集
の
第
一
丁
な
し
。
前
掲
の
『
精
里
集
』
と
同
版
。
同
じ
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
蔵
書
印
が
異
な
る
。
蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」（
小
）。
（
中
尾
健
一
郎
）
―78―
精
里
三
集
（
せ
い
り
し
ゅ
う
）
o97
－
58
刊
古
賀
精
里
著
大
本
、
五
巻
五
冊
。
原
表
紙
、
第
一
冊
原
題
簽
剥
落
、
打
付
け
書
き
「
精
里
文
集
一
（
〜
五
）」。
第
二
冊
〜
第
五
冊
は
原
題
簽
一
部
破
損
。
内
題
・
外
題
・
版
心
題
・
目
録
題
・
尾
題
「
精
里
三
集
文
稿
」。
見
返
し
、
精
里
古
賀
先
生
著
精
里
三
集
文
稿
愛
月
堂
蔵
序
文
二
篇
。
一
篇
は
題
「
精
里
三
集
序
」、
文
末
、
文
政
二
年
己
卯
五
月
望
神
戸
城
主
藤
原
忠
升
撰
並
書
も
う
一
篇
は
、
題
「
精
里
先
生
三
集
序
」、
文
末
、
文
政
改
元
戊
寅
夏
六
月
増
島
固
敬
識
男
谷
思
孝
書
跋
文
も
二
篇
。
一
篇
は
文
末
に
、
文
政
己
卯
五
月
受
業
吉
田
畿
謹
撰
と
あ
り
、
も
う
一
篇
は
文
末
に
、
文
政
己
卯
夏
五
月
不
肖
燾
謹
撰
向
陵
賀
瑛
之
書
と
あ
る
。
刊
記
・
奥
付
等
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。
序
文
を
撰
し
た
藤
原
忠
升
と
増
島
固
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伊
勢
神
戸
藩
第
五
代
藩
主
本
多
忠
升
（
一
七
九
一
〜
一
八
五
九
）
と
昌
平
黌
教
授
増
島
固
（
号
は
蘭
園
、
一
七
六
九
〜
一
八
三
九
）。
と
も
に
古
賀
精
里
の
門
人
。
蘭
園
の
序
を
書
し
た
男
谷
思
孝
（
号
は
燕
斎
、
一
七
七
七
〜
一
八
四
〇
）
は
、
幕
臣
、
能
書
家
。ち
な
み
に
蘭
園
の
序
に
よ
れ
ば
、『
精
里
初
集
抄
』『
精
里
二
集
抄
』
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
六
月
以
前
に
既
に
上
梓
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
め
の
跋
文
を
著
し
た
吉
田
畿
は
、
精
里
の
高
弟
、
千
坂
廉
斎
（
名
は
畿
、
字
は
千
里
、
一
七
八
七
〜
一
八
六
四
）。
故
あ
っ
て
吉
田
姓
を
名
乗
っ
た
こ
と
が
、『
森
銑
三
著
作
集
』
巻
八
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
）
所
収
「
小
島
蕉
園
」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
廉
斎
は
『
精
里
初
集
抄
』『
精
里
二
集
抄
』『
精
里
三
集
文
稿
』
の
校
訂
者
の
一
人
で
あ
り
、『
精
里
初
集
抄
』
の
樺
島
石
梁
（
一
七
五
四
〜
一
八
二
八
）
の
序
も
書
し
て
い
る
。
二
つ
め
の
跋
文
を
著
し
た
の
は
、
精
里
の
長
子
、
古
賀
穀
堂（
一
七
七
七
〜
一
八
三
六
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
書
し
た
向
陵
賀
瑛
之
は
、
幕
臣
、
多
賀
谷
向
陵
（
一
七
六
六
〜
一
八
二
七
）。
（
中
尾
健
一
郎
）
新
序
（
し
ん
じ
ょ
）
oksh－
36
刊
漢
・
劉
向
著
明
・
程
栄
校
大
本
、
八
巻
四
冊
（
巻
三
・
四
欠
）。
表
紙
題
簽
「
劉
向
新
序
」。
目
録
あ
り
。
内
題
「
新
序
」、
内
題
下
「
漢
沛
郡
劉
向
著
／
明
新
安
程
栄
校
」。
奥
付
、
東
都
金
華
平
玄
仲
訓
点
享
保
二
十
歳
丁
卯
（
一
七
三
五
）
二
月
吉
旦
江
府
書
舗
錦
山
堂植
村
藤
三
郎
梓
行
蔵
書
印
、「
小
城
蔵
書
」「
□
山
」。
『
新
序
』
は
、
劉
向
（
前
七
七
〜
前
六
）
が
先
秦
の
古
籍
を
整
理
・
分
類
し
た
際
、
故
事
・
逸
話
を
集
め
て
ま
と
め
た
書
で
あ
る
。
本
文
庫
蔵
本
は
、
明
の
程
栄
が
編
纂
し
た
『
漢
魏
叢
書
』
所
収
本
に
基
づ
き
、
平
野
金
華
（
一
六
八
八
〜
一
七
三
二
。
名
は
玄
中
、
ま
た
は
玄
仲
）
が
訓
点
を
施
し
た
書
で
あ
る
。
な
お
、『
和
刻
本
諸
子
大
成
』（
汲
古
書
院
一
九
七
五
年
）（
底
本
：
―79―
内
閣
文
庫
蔵
本
）
は
本
文
庫
蔵
本
と
同
版
本
だ
が
、
刷
の
状
態
を
見
る
限
り
、
本
文
庫
蔵
本
の
ほ
う
が
後
印
本
で
あ
ろ
う
。
（
土
屋
育
子
）
〔
参
考
〕
広
常
人
世
『
新
序
』（
明
徳
出
版
社
一
九
七
三
年
）。
孔
子
家
語
（
こ
う
し
け
ご
）
oksh－
30
刊
魏
・
王
粛
註
日
本
・
岡
白
駒
補
註
大
本
、
八
巻
四
冊
（
全
十
巻
の
巻
七
・
八
欠
）、
刷
題
簽
「
孔
子
家
語
〔
補
註
〕」、
見
返
し
匡
郭
上
「
万
延
庚
申
補
刻
」、
見
返
し
「
龍
洲
先
生
校
定
／
補
註
孔
子
家
語
／
浪
華
書
房
宝
文
軒
梓
」。
版
心
「
補
注
孔
子
家
語
」、「
風
月
堂
蔵
」。
王
粛
序
、
目
録
（
篇
目
）
あ
り
。
目
録
の
あ
と
に
、
岡
白
駒
序
、
序
末
「
元
文
丁
巳
春
三
月
之
望
西
播
岡
白
駒
識
」
と
あ
る
。
内
題
「
孔
子
家
語
」、
内
題
下
「
魏
瑯
琊
王
粛
註
／
日
本
西
播
岡
白
駒
補
註
」。
後
序
末
「
寛
保
元
辛
酉
歳
十
二
月
之
吉
／
京
師
書
坊
風
月
堂
荘
左
衛
門
重
梓
」。
奥
付
、天
保
十
四
年
癸
卯
九
月
鐫
発
行
書
林
／
江
戸
日
本
橋
通
一
町
目
／
須
原
屋
茂
兵
衛
同
所
二
町
目
／
山
城
屋
佐
兵
衛
同
芝
神
明
前
／
岡
田
屋
嘉
七
同
浅
草
茅
町
二
丁
目
／
須
原
屋
伊
八
大
阪
心
斎
橋
通
順
慶
町
北
入
／
河
内
屋
勘
助
と
あ
り
。
山
城
喜
憲
氏
は
本
書
を
、「
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
〔
逓
修
〕（
大
坂
宝
文
軒
）」
と
し
て
、
奥
付
に
つ
い
て
「
本
文
印
面
に
比
し
明
ら
か
に
後
刷
で
あ
り
、
他
書
か
ら
の
流
用
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
蔵
書
印
「
小
城
藩
」。
『
孔
子
家
語
』
は
、
孔
子
と
孔
門
弟
子
の
言
行
・
逸
話
を
広
く
収
録
し
た
書
で
あ
る
。『
漢
書
』
芸
文
志
に
『
孔
子
家
語
』
二
十
七
巻
が
著
録
さ
れ
る
が
、
現
行
の
『
孔
子
家
語
』
は
、
魏
の
王
粛
注
本
か
ら
出
た
十
巻
本
で
あ
る
。
岡
白
駒
補
注
本
は
、
注
釈
付
き
の
和
刻
本
と
し
て
最
も
早
く
刊
行
さ
れ
た
書
（
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
序
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
刊
）
で
あ
る
が
、
本
書
は
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
後
印
本
で
あ
る
。
本
書
の
注
釈
者
岡
白
駒
（
一
六
九
二
〜
一
七
六
七
）
は
、
字
千
里
、
号
龍
洲
と
い
い
、
播
州
網
干
の
人
。
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
ご
ろ
か
ら
佐
賀
藩
の
支
藩
蓮
池
藩
に
出
仕
し
、
直
恒
・
直
興
・
直
寛
の
三
代
に
わ
た
っ
て
仕
え
た
。
（
土
屋
育
子
）
〔
参
考
〕
檜
垣
里
美
「
岡
白
駒
年
譜
」（
尾
方
仂
解
説
『
岡
白
駒
沢
田
一
斎
施
訓
小
説
三
言
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
六
年
）、
山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本
提
要
」
（
一
）
〜
（
三
）（『
斯
道
文
庫
論
集
』
二
一
・
二
二
・
二
四
一
九
八
三
・
一
九
八
七
・
一
九
八
九
年
）、
宇
野
精
一
『
新
釈
漢
文
大
系
53
孔
子
家
語
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
六
年
）。
孔
子
家
語
（
こ
う
し
け
ご
）
oksh－
31
刊
魏
・
王
粛
註
日
本
・
岡
白
駒
補
註
大
本
、
四
巻
二
冊
（
第
一
冊
巻
三
・
四
、
第
二
冊
巻
一
・
二
、
巻
五
〜
十
欠
）、
表
紙
題
簽
な
し
、
打
付
け
書
き
「
孔
子
家
語
」、
内
題
「
孔
子
家
語
」、
内
題
下
「
魏
瑯
琊
王
粛
註
／
日
本
西
播
岡
白
駒
補
註
」。
巻
一
に
序
、
目
録
、
岡
白
駒
序
が
あ
る
。『
孔
子
家
語
』oksh－
30
と
ほ
ぼ
同
版
。
山
城
喜
憲
氏
は
取
合
本
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
蔵
書
印
、
第
一
冊
冊
頭
「
藤
印
直
愈
」、
第
二
冊
冊
頭
「
荻
府
学
校
」。
な
お
、
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
『
小
城
鍋
島
―80―
文
庫
目
録
』（
一
九
七
五
年
）
で
は
本
書oksh－
31
を
「
標
箋
孔
子
家
語
」
と
す
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
、oksh－
33
が
「
標
箋
孔
子
家
語
」
で
あ
る
。
（
土
屋
育
子
）
孔
子
家
語
（
こ
う
し
け
ご
）
oksh－
32
刊
魏
・
王
粛
注
日
本
・
太
宰
春
台
増
注
大
本
、
八
巻
附
録
一
巻
四
冊
（
全
十
巻
の
第
三
・
四
巻
欠
）、
表
紙
題
簽
な
し
、
打
付
け
書
き
「
孔
子
家
語
」、
見
返
し
「
春
台
先
生
増
註
〔
不
許
翻
刻
／
千
里
必
究
〕
／
孔
子
家
語
／
江
都
書
肆
嵩
山
房
梓
」。
序
文
「
増
註
孔
子
家
語
序
」、
序
文
末
「
元
文
元
年
柔
兆
執
徐
仲
冬
己
亥
／
信
陽
太
宰
純
序
」、「
孔
子
家
語
序
」、「
王
粛
略
伝
」、
目
録
あ
り
。
内
題
「
孔
子
家
語
」、
内
題
下
「
魏
東
海
王
粛
注
／
日
本
信
陽
太
宰
純
増
注
」。
跋
文
は
、
附
録
は
、
底
本
と
し
た
汲
古
閣
版
原
有
の
「
汲
古
閣
板
孔
子
家
語
跋
」（
毛
晋
跋
及
び
何
孟
春
序
〔
末
尾
「
大
明
正
徳
二
年
歳
次
丁
卯
仲
春
二
月
壬
寅
後
学
彬
陽
何
孟
春
子
元
謹
序
」〕）、
そ
の
後
に
一
格
低
く
太
宰
春
台
の
自
跋
を
付
す
。
奥
付
、
太
宰
弥
右
衛
門
増
註
寛
保
二
年
壬
戌
春
正
月
吉
江
都
書
肆
嵩
山
房
蔵
板
須
原
屋
小
林
新
兵
衛
蔵
書
印
「
荻
府
学
校
」。
何
孟
春
（
一
四
七
四
〜
一
五
三
六
）
は
、
字
子
元
、
郴
州
の
人
。
明
の
弘
治
六
（
一
四
九
三
）
年
の
進
士
。
元
代
や
明
初
の
『
孔
子
家
語
』
が
抄
録
本
で
あ
っ
た
の
で
、
何
孟
春
は
復
元
を
試
み
、
正
徳
二
（
一
五
〇
七
）
年
に
注
を
付
し
て
出
版
し
た
と
い
う
。
（
土
屋
育
子
）
標
箋
孔
子
家
語
（
ひ
ょ
う
せ
ん
こ
う
し
け
ご
）
oksh－
33
刊
魏
・
王
粛
注
日
本
・
太
宰
春
台
増
注
千
葉
玄
之
釐
訂
大
本
、
四
巻
附
録
一
巻
二
冊
（
第
一
冊
巻
五
・
六
、
第
二
冊
巻
九
・
十
・
附
録
）、
表
紙
題
簽
な
し
、
打
付
け
書
き
「
孔
子
家
語
」、
内
題
「
孔
子
家
語
」、
内
題
下
「
魏
東
海
王
粛
注
／
日
本
信
陽
太
宰
純
徳
夫
増
注
／
同
江
東
千
葉
玄
之
子
玄
釐
訂
」、
版
心
題
「
標
箋
孔
子
家
語
」、
跋
文
「
標
箋
孔
子
家
語
跋
」、
跋
文
末
「
寛
政
改
元
己
酉
秋
／
日
光
防
火
使
隊
長
塩
野
光
迪
謹
跋
」。
附
録
は
、oksh－
32
「
孔
子
家
語
」
と
同
じ
も
の
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
、
寛
保
二
年
壬
戌
春
正
月
太
宰
弥
右
衛
門
増
註
天
明
七
年
丁
未
秋
七
月
千
葉
茂
右
衛
門
釐
訂
寛
政
改
元
己
酉
冬
南
至
日
江
都
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
蔵
板
蔵
書
印
「
荻
亭
蔵
書
」。
千
葉
玄
之
（
一
七
二
七
〜
一
七
九
二
）
は
、
字
子
元
、
通
称
茂
右
衛
門
、
号
芸
閣
、
江
戸
の
人
。
（
土
屋
育
子
）
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中
尾
友
香
梨
（
佐
賀
大
学
教
授
）
白
石
良
夫
（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
特
命
教
員
）
大
久
保
順
子
（
福
岡
女
子
大
学
教
授
）
土
屋
育
子
（
東
北
大
学
教
授
）
沼
尻
利
通
（
福
岡
教
育
大
学
准
教
授
）
中
尾
健
一
郎
（
熊
本
大
学
准
教
授
）
村
上
義
明
（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
）
―82―
